
（様式 3-2） 第 112 回（6 の 3） 

グループホームお城下活動状況報告書（令和 8年 8月～令和 8年 9月） 

1入居者の状況(2026. 8 月現在) 18人（女性 14人男性 4） 

内容 要支援 20 要介護 12 要介護 22 要介護 34 要介護 45 要介護 55 

2026年 8月 入居 1人 特記事項 

⑴ 第 112回運営推進会議 2026.9.28（月) 13:30～14:30 

運営推進会議ご出席のみなさま全員で、移乗支援機器を使

用したベッド・車いす間の移乗を研修します。感想や助言

を期待します。 

⑵ 入居者平均年齢 83．5 最高年齢者 96歳 

退去 1人 

2025年 9月 入居 0人 

退去 0人 

2 主な活動、出来事 

令 8 年 8 月 
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各種委員会、研修、訓練、お城下だより及びお知らせ 

1第 1回 BCP自然災害編及び新型コロナ編の研修と訓練を行いました。自然災

害編の研修は「役割分担と災害区分」訓練は「発生前、中、後の行動実地訓

練」。BCP新型コロナの研修は「感染疑いの初動対応と災害レベル区分」訓練

は「個人防護具の着脱手順」を実施しました。            

2事故予防及び事故発生時の対応指針を作成し HPに UPしました。 

事故防止マニュアル（事故の種類別防止法）を作成しました。 

つるかめに展示して何時でもどなたでも閲覧できます。     

3 お城下だより発行 7月•8 月号 夏号                 

グループホームお城下発行 

編集担当は木原弘美と門屋隆行です。               

4 7月のレク 

① 七夕飾りを作りました。願い事を書いたり色紙の工作をつるしたりしまし

た。笹の下で大正琴のコンサートが始まりました。楽器に合わせて「七夕

様」や懐メロの合唱をしたり手拍子を打ったり楽しいひとときでした。    

② 夏祭りに行きました。夕方から番長小学校までお祭り見物に行きました。

提灯やぼんぼりの下でかきごうりを食べたり線香花火で遊んだりまるで子

供のころにかえったようでした。              

③ 7月の人気メニュー 

鰻たま丼 焼きなす そうめん スイカ            

精をつけて暑さをのりきろう作戦で、皆さん元気が出ました。               

5 8月のレク 

④包括支援センターの催すこのプロジェクトの成果はやっと 1輪のヒョロヒョ

ロした開花にとどまりました。次の機会には水やりと肥料の工夫をして大輪の

花を咲かせようと入居者さんたちと誓いました。 

④ 8月の人気メニュー 

彩そうめん さつま汁 スイカ 

真夏のごちそうはそうめんで決まりでしょう。さつま汁ものど越しがよく
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9 9．1～9．31 

皆様完食でございました。 

⑤ 松山野球拳おどりを見に行きました。居室の窓を開けて見物の入居者さん

もいて鮮やかな衣装でくりだす踊り手の品定めをしたり、知人の踊り子連

を探したり今年の松山の夏本番は興奮して終わりました。 

６ 診療再開 3ヶ月休診していた西田クリニックは入居者様の診療を始めま

した。 

7 7月分 8月分の献立表を添付します。「これなあに」などと監査係から質問

が出る珍しい 1品があったり、旬の食材をお安く仕入れて無駄なく使いきる発

注の適正管理が見えるようで献立委員長さんたちの努力に感謝です。 

8 運営推進会議 事故防止研修会開催 

⑴ Plan 事故防止委員会 計画立案者門屋隆行  

 ヒヤリハット事例（添付）から、入所開始直後で事故の発生しやすい入居者

さま（肥満気味で背が高い）に対する事故未然防止策を検討した結果、移乗

支援機器（フレックスボード）の安全な使い方を専門家から指導を受けて、

研修を行い評価が出ればツールとして活用しても良いとの決定をみた。 

⑶  Do （研修の実行） 

 講師（株）フロンティア 吉田○○ 他 1名 

 演題 移乗支援機器（フレックスボード）の安全使用と実地訓練 

研修 ベッドから車椅子への移乗 車椅子からベッドへの移乗 

訓練 ①移乗者（吉田 その他 1名）モデル（男子職員 1名） ボード 

   ②移乗者（男子職員 2名）モデル（吉田） ボード 

   ③移乗者（女子職員 2名）モデル（女子職員 1名） ボード 

   ④移乗者（女子職員 2名）モデル（女子職員 1名） 防水シーツ 

⑶ Check（結果の評価） 

 移乗を行った職員の感想 

① 背の高い人、体重の重い人、暴れる人にはボード活用が よい□悪い□  

② 車椅子の腰と頭部に正確に着地 した□しない□ 

③ 条件に合う人なら事故未然防止に 有効□無効□ 

④ その他 

モデルの感想 

① 車椅子が揺れて 怖かった□安全□ ② ボードが よい□防水がよい

□どちらともいえない□ ③その他 

ご来賓の感想助言 

関〇様    

〇様 

日〇様 

⑷ Act（計画改善） 

 職員の腰痛ゼロ対策や人手不足の解消及び職員の高齢化に配慮しながら研修

内容を見直して業務改善に取り組みたい。 

9 第 2 回感染症の予防及びまん延防止の研修と訓練を行いました。 

研修及び訓練を同時進行で実施した。内容は感染対策の基本的知識の普及，



 

 

10 9．30 

衛生対策の徹底及び衛生的なケアの励行である。 

10 消防訓練（昼間）を実施しました。             以上 

 

医療法人啓蟄会理事 

法令遵守責任者 西田英子 

 


